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事　業　名 担い手育成基盤整備事業　「土崎小荒川」地区

事業担当機関 仙北地域振興局仙北平野農村整備事務所

事業期間 平成１０年～平成１８年

実施場所 仙北郡千畑町・仙北町

全体事業費 ５，５２５百万円

工事概要 区画整理工　Ａ＝320.3ha

事業の目的
将来の農業生産を担う経営体や担い手を育成し、必要となる生産基盤の整備及び生活環境の整備

を一体的に実施することにより、優良農地を将来にわたり適切に維持・保全し、ひいては食料自給
率の向上・農業の多面的機能の十分な発揮に資すことを目的とする。

「地下水脈阻害対策に努める」
1．本地区は仙北平野のほぼ中心、奥羽山脈の裾野に位置し、湧泉等の豊かな自然環境を形成しており、これら湧泉等
にはイバラトミヨ雄物型（レッドデータブック｡1A類）をはじめとする多様な生物が生息している。このため、事
業に伴う地下水脈と湧泉等の影響に関する調査を実施。（現況調査にあたっては、地下水位の季節的変化・湧泉の
水位、周辺住宅等の井戸などの状況調査のほか、湧泉に生息する貴重な動植物の生息状況についても調査）

2．本地区の場合、通常のほ場整備を実施した場合には、（新設する排水路や地盤の切土により）地下水脈を分断する
可能性があることから、これを考慮して保全盛土を実施。

3．保全盛土に使用する土砂は、当該生態系に影響を与えないよう十分な調査の後現場に搬入して使用。
4．保全盛土後にも、地下水状況および周辺環境（湧水等）の状況を継続調査を実施している。

1．保全盛土実施後の経過は、良好であり地下水脈の枯渇は見られない。
2．保全盛土のほか希少種の配慮施設手法を同時に実施したことから、地域の環境に与える負荷を最小限に抑えて事業
実施することが可能となった。

3．（保全盛土施工を実施するための）地元説明会等を通じて、地下水脈や希少種保全への地域住民の関心が高まり、
結果として維持管理体制の確立などの効果が生まれている。
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